
・態度教育の推進

　・基本的生活習慣の定着
　・生徒指導の充実
　・安全教育の推進

・学校からの教育方針・教育活動の
発信（保護者の肯定的な割合９０％）

・災害が起こった場合の行動を生徒
一人ひとりが理解している。

・生徒会による「礼儀・協力・挑戦」を学習活動におい
ても掲げ、主体的に学習に取り組む意欲の向上を図
る。

・授業はわかりやすい（生徒の肯定的
な割合８０％）

・「体力向上プラン」を活用し、楽しく運動に取り
組める実践を行う。

・「MYタイム」を活用して家庭における時間管理
を推進し、規則正しい生活習慣の定着を図る。

・いじめに関するアンケートを年間複
数回実施する。

・学校生活における生徒指導の進め方
（生徒・保護者の肯定的な割合８０％）

・いじめの未然防止、早期発見、早期対応に努
める。

・全職員の共通理解と指導体制の確立をとおし
て、生徒によりそい支援を行う。

・月１回の共育コミュニティ本部会議をと
おして、共通理解・連携を深める。

・読書活動に取り組む生徒の増加（昨
年度より３０％増加）

・リスクマネジメントによる安全な環境
づくりに努める。

・年３回学校運営協議会を開催し、学校の現
状、課題の把握と改善、解決にむけた協力
体制を整える。地域に開かれた学校

・新体力テストの総合評価でＤ・Ｅの
割合が１０％未満
・テレビやゲーム、インターネット使用
時間の減少（それぞれ１時間未満が
５０％）

　・コミュニティスクールの充実

・目指す子どもの姿を描き、活動の目的を明確にし
た学級活動・生徒会活動・学校行事を精選・研磨し
充実させる。

・進んであいさつし、素直に返事をする態度を養
う。

・考え、議論する道徳授業の実践に取り組む。

・一人ひとりが大切にされていると実感でき、互
いを尊重する人権感覚を養う。

・「MYタイム、Myノート」を生かした振り返り学
習、家庭学習の習慣化を確立する。

健やかな体の育成と
生徒指導の充実

　・学校の情報発信
　・防災教育の推進

・課題解決に向けた学校運営協議会の活動の
充実に努める。

　・体力の向上

・学校図書館を活用する等、本に親しむ姿勢の
推進に努める。

・危機管理の徹底に取り組む。

・紀見東中学校区共育コミュニティ事業を推進す
る。

・各種通信、ＨＰを利用し、積極的に学校の情報
を家庭・地域に発信する。

・災害に備えて実践的な防災教育の取り組みを
推進する。

　・共育コミュニティの推進

・基礎・基本の定着

・将来の進路や生き方について考え
る（生徒の肯定的な割合８０％）

・学校の授業時間以外の学習時間の
増加（１時間以上が７０％）

・学習内容の定着を目指し、ユニバーサルデザ
インの視点に立った授業づくりを実践する。

確かな学力の向上

・読書活動の推進
・キャリア教育の推進

豊かな心の育成
・学校に行くのが楽しい（生徒・保護
者の肯定的な割合９０％）

・将来の生き方・働き方について体験をとおして
理解を深めさせ、進路の選択、決定へと導く。

・人権を尊重する意識の育成（生徒・
保護者の肯定的な割合９０％）

・道徳的実践力の育成に努める。

・態度教育５項目の実践（生徒の実
施９０％）

・特別活動の充実

・人権教育の充実

・指導方法の工夫改善と学習
意欲の向上

　　　　　　　　　　　　　　　　・粘り強く最後までやり抜く、心身ともに健康でたくましい生徒

　　　　　　　　　　　　　　　　・地域社会の一員として、学校や地域に誇りを持ち、社会貢献できる生徒

重　点　目　標 具体的方策 評　価　指　標

今年度の教育目標

学び合い、認め合い、高め合う生徒の育成

めざす生徒像

 　　　　　　　　　　☆ 「徳」「知」「体」のバランスのとれた生徒

　　　　　　　　　　　　　　　　・自己肯定感を持つとともに、思いやりのある素直な生徒

　　　　　　　　　　　　　　　　・主体的に学び、努力する生徒

　　　　　　　　　　　　　　　　・礼儀をわきまえ。正しい判断力と自律心を備えた生徒

・道徳教育の充実

令和５年度　橋本市立紀見東中学校スクールプラン

橋本市教育大綱（理念） 生徒の実態

　人が学びあい、共に育むまちづくり
　　・豊かな心を育みます
　　・多様な学びと健やかな体を育みます
　　・地域・家庭・学校の連携を育みます

　明るく素直な生徒が多く、生徒会活動、部活動にも熱心
に取り組む。学習面、生活面ともに前向きに取り組んでい
るが、主体的に行動するという点をさらに伸ばしたいところ
である。生徒個々においては、学力面や不登校など課題
を抱える生徒も少なくない。

保護者・地域の願い 前年度の学校評価

　　・思いやり、感謝の気持ち
　　・笑顔、素直、協力、挑戦、自立
　　・挨拶・返事・コミュニケーション
　　・安全安心、地域貢献
　　・学力向上

　withコロナの中で、「生徒を中心とした」学校行事や学年・学級での前向
きな取り組むことができた。学力の向上が課題である。学習意欲を向さ
せ、基礎基本を定着させるための授業改善、授業の振り返り（Myタイム、
Myノート）とつなげた家庭学習の習慣化などを推進する必要がある。ま
た、昨年度に引き続き、人権教育・読書活動・ＩＣＴ教育の充実を図る。さら
に特別活動を通じて、自己有用感を涵養し、学校生活への意欲に結び付
けたい。


